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序

栗林遺跡は、善光地寺平の弥生時代中期か ら後期にかけての 「栗林式土器」 と呼

ばれる標式土器が出土 し、その学史的意味から、昭和35年に県の史跡に指定されて

います。

このたび・この県指定史跡の範囲に近接する西側で、県営畑地帯総合土地改良事

業中野西部地区農道工事が施工されることにな り、工事着手前に緊急発掘調査を実

施 し記録保存を計ったものであります。

調査の結果、弥生時代と平安期の住居趾計4軒と、当市では初めての環濠が検出さ

れ、その中から多量の土器が出土しました。

貴重といわれながらも資料が少なかった栗林遺跡ですが、今回の調査で当時の生

活状態を究明し、土器編年をみるうえでも、大変大 きな収穫を得た調査とな りまし

た。

本調査は冬季にかか り、御苦労の多い作業とな りましたが、調査団の先生方はじ

め、協力くださった作業員、地元栗林区の皆様方に心か ら感謝と御礼を申し上げま

す。

平成4年3月

中野市教育委員会

教育長 嶋 田 春 三



例 言

1.本 書は、県営畑地帯総合土地改良整備事業の一環である、道路拡幅および改

良工事にともない、北信地方事務所長と中野市長との契約に基づいて中野市教

育委員会の編成した調査団によっ行なわれた、栗林遺跡(県 史跡外)の 緊急発

掘調査報告書である。

2.作 図は、調査区平面図については、平板実測により縮尺1/100、 遺構図等に

ついては、遣 り方測量に より縮尺1/20の 実測図を1/2～5に 縮図して掲載 し

た。

3.本 書に関する写真撮影は、現地 ・遺物共に檀原長則、徳竹雅之が分担 した。

4.資 料整理には、調査団の協力によって行なわれ、実測は、檀原、田中由美子

徳竹が分担 し、 トレースは、山崎の り子、池田きよ子、斎藤淑子が分担 した。

5.報 告書の内容執筆は、調査員が分担 し文責は、執筆者にある。

6.調 査の実測図 ・写真 ・遺物等は、中野市歴史民俗資料館に保管 してある。

7.調 査にあた り、地元栗林区をは じめ北信地方事務所土地改良課ならびに西部

土地改良区の皆さま、長野県埋蔵文化センター、中島英子氏等多 くの方々にご

協力を賜わ りました。
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第1章 発掘調査の経過

第1節 発 掘 調 査 に 至 る 経 過

昭和54年から実施された、県営畑地帯総合土地改良整備事業は、当市における農業経営の安

定のため重要な役割をはたし、中野西部地区においても広範囲にわた り事業が進められて来て

いる。

今回、その関連事業として道路拡幅および改良工事が栗林遺跡の範囲内において実施される

こととなりました。

平成3年7月18日 に県教委文化課指導主事、事業主体である北信地方事務所土地改良課担当

者、地元学識者、市教委担当者の同席のもと、現地協議を実施した。

その結果、発掘調査を実施 して記録保存をはかることとなった。

平成3年10月1日 付で委託契約を締結 し、同時に調査団の編成を行 うとともに、必要な手続き

を完了した。

また、関係地主ほか関係者に発掘作業への協力を要請 した。

第2節 調 査 日誌

平成3年(1991)

12月13日～16日 バ ヅクフオーにより表土除去。

12月16日 掘 り下げ開始。

12月17日 調査区の設定。

ベンチマークの設置。

A-1～3、B-1～3精 査。栗林式土器を中心に出土遺物検出。

12月19日A-4掘 り下げ開始。

A-1～3、B-1～3出 土遺物実測および写真撮影のため清掃。

12月20日 〃 、 〃 写真i撮影、実測。

A-5～8、B-6～9掘 り下げ開始。

A・B-5溝 状遺構の検出、掘 り下げ。

12月21日B-4掘 り下げ開始。

B-1・2実 測。

A-1・2再 度掘 り下げ。焼土確認。
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12月23日A-1・2掘 り下げ完 了、柱穴 ・木炭検 出。

B-1・2遺 物取 り上げ。再度掘 り下げ。

A-3、B-3・4実 測。

A-4・5清 掃。

12月24日A-4実 測。

B-1掘 り下げ完了。

B-3・4実 測、土器取 り上げ。

12月25日A-1～3土 層断面実測。

A・B-1・2セ クシ ョンベル ト除去。

12月26日A・B-0拡 張。

〃 一1・2床 面精査。

〃 一11～20溝 状遺構 プラン確認。

A-4実 測。

12月27日A・B-5・6住 居跡 プラン確認。

平成4年(1992)

1月6日1号 住居跡 プラン掘 り下げ。

A・B-8掘 り下げ。

1月7日 除雪。

1月9日 精査。

1月10日1号 住居跡掘 り下げ完了。

1月11日 〃 写真撮影丸実測。

1月12日 防雪のため農業用 ビニールハウス作 り。

1月13～16日 精査

1月17日A-15～19清 掃、写真撮影。

1.月18日～ 環濠掘 り下げ。

1月22日 ～1号 住居跡 プラン確認、掘 り下げ。

1月23日 ～4号 住居跡 プラン確認、掘 り下げ。

1月27日 〃 焼土、炭化木清掃、写真撮影、実測。

1月29日4号 住居跡柱穴実測。

1月31日 環=濠南側部分実測、再度掘 り下げ。

2月4日 〃 北側部分実測。 〃

2月6日 ～ 環濠清掃、写真撮影、実測。

2月10日 〃 出土遺物取 り上げ。

一2一



2月12日 現地調査終了。

平成4年

2月1日 中野市民 プールにて、整理作業開始。

3月26日 全作業を完了し、調査を終了する。

第3節 調 査 団 の 編 成

調査責任者 嶋田 春三 中野市教育委員会教育長

調 査 団 長 金井 汲次 日本考古学協会員、中野市文化財審議委員会会長

調 査 主 任 檀原 長則 〃 、中野市歴史民俗資料館専門委員

調 査 員 田中由美子 奈良大学

事 務 局 小野沢 捷 社会教育課課長

池田 剛 同 歴史民族資料館管理係長

徳竹 雅之 同 学芸員

参 加 者 湯本栄一、樋口義政、檀原みち江、古田 茂、樋 口政勝、池田正子、池田きよ

子、金井幸子、宮本公次、秋山恒巳、小林資成、石井邦明、小野沢京二、小野

沢智子、町田 勝、町田文子、丸山せつ子、増田悦子、石川市子、石川喜久子

町田裕子、飯島文子、石川 昌、涌田茂輔、増田 トモエ、増田 昌、町田久美

子・町田ふじ、石川福治、有賀忠男、浅沼 晃、清水継雄、町田幸重、町田と

も江・樋ロアイコ、檀原重康、湯本広枝、頓所つる江、石川与喜江、有賀豊子

山崎の り子、斎藤淑子(順 不同)
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第II章 調査地周辺の環境

第1節 遺 跡 の 立 地 と歴 史 的 環 境

栗林遺跡の位置する、長丘丘陵は、長丘 ・高丘地区をほぼ南北に縦走 し、その上部を覆 う粘

土質土によって特徴づけ られている。海抜高度は、330m～380mに わた り、洪積世地層を侵食

して形成された面で、立 ケ花地籍付近で観察される断層から、地殻変動が近い時代にまで継続

していることが うかがえる。

栗林遺跡は、長野県中野市栗林地籍に所在 し、標高330m～360m前 後の千曲川旧床の河岸段

丘上に帯上に分布している。また、遺跡南側のやや低地となる部分は、かつて湿地帯あるいは

沼地状であった と推測され、年間降雨量1004mm程 度と少量ではあるが、水田地利用として稲作

には、適した地域であったと思われる。

長丘丘陵上には、古 くは旧石器時代から現代に至る各時代を通 しての人間の営みの痕跡を伺

い知ることのできる遺跡が数多 く存在 している。

今回調査の対象となった栗林遺跡の周辺には、旧石器時代か ら近世までの大複合集落遺跡と

して知られる安源寺遺跡を婦め・多量の縄文式土器 と完形の土偶を出土させた大俣姥 ケ沢遺

跡、市内では調査例の少ない旧石器時代の遺跡 として知られている、浜津 ヶ池遺跡等の貴重な

遺跡が、点在 している地域です。(図1・ 図50)

第2節 層 序

本発掘調査地の層序は、第1層 表土、第 皿層白茶色土、第 皿層青灰黒色土、第N層 黒褐色

土、第V層 茶色土、第M層 黄茶色土、第W層 黄色土が、標準となっている。

今回の調査で遺構、遺物が検出されたのは、第皿層に平安時代の包含層を、第V層 から第M

層にかけて弥生時代(栗 林期)の 包含層を確認 した。

また、何層かにわたって千曲川の氾濫により数度 となく被害をこうむいている堆積層も同様

に検出された。
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図1栗 林遺跡位置図
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↑11号 住南の東断面

Ｉ 表 土

Ⅱ白茶色土

Ⅲ青灰黒色土

Ⅳ黒褐色土

V茶 色土(写 真4層以下)

Ⅵ黄色土(地 山土)(〃)



第3節 研 究 史 概 説

栗林遺跡は 「栗林式土器」の標識遺跡 として早 くから知られ、学史的にも著名である。大正

11年(1922)年 の 『下高井郡誌』には、当地方の考古資料が初めて掲載され、栗林からは石斧

や石鐡の出土が記録されている。

栗林遺跡が学会から注目されたのは、昭和6年(1931)年 、神田五六氏が、瓦原料粘土採取場

で、特異な土器を発見 されたことに始まる。この土器は、磨消縄文に華麗な模様のある土器

で、神田氏はその後 も土器の採集 ・紹介に努められた。

八幡一郎 ・森本六爾 ・藤森栄一氏らも、この土器に注目され、現地を訪れて様々な論考を発

表された。昭和11(1936)年 、藤;森氏は遠賀川系弥生式土器の影響下にある信濃古式弥生式土

器ととらえ、栗林式土器として型式設定された。昭和14(1939)年 、小林行雄氏は、栗林式土

器を中部高地第一様式と位置づけられたのである。しかし、このような戦前の論考は、表面採

集によって得られた資料によるもので、発掘調査の機会は戦後まで待たなければならな:かっ

た。

栗林遺跡に初めて学術的な発掘調査がおこなわれたのは、戦後まもない昭和23(1948)年 秋

のことである。この調査は戦後の県下における考古学研究の先駆 となった。当時、奈良国立博

物館の小野勝年氏、京都大学考古学教室の坪井清足 ・横山浩一氏が担当された。調査地は遺跡

の中心部から、やや西側で住居趾2、集石状遺構を検出し、多量の土器、玉製品が出土 した。坪

井氏は、この調査の成果から栗林式土器を一類、二類に分類 された。

第2次調査は、昭和25(1950)年 に私設道路の敷設に先立ち、再び小野氏の指導により高丘

小、中学校の教職員、児童、生徒によって実施された。小竪穴4基を検出し、このうちの1基か

らは、栗林式土器がセヅトで検出されている。

昭和35(1960)年 には、県下の重要遺跡 として県史跡に指定され、その保存がはかられるこ

ととなった。昭和40(1935)年 には、遺跡の東端が開田工事にかか り、第3次調査がおこなわれ

た。この調査では、住居趾 ・小竪穴各1基が検出されたが、土器片の量は僅かであった。昭和54

(1979)年 には、かんがい施設が設けられることとな り、そこで遺跡を保護iするため、栗林 ・

牧山両集落の広範にわた り分布調査が実施されている。その後も住宅の新改築にともない、昭

和55(1980)年 から翌年にかけて第4・5・6次 、58(1983)年 には第7次調査がおこなわれた。

さて、栗林式土器をめぐる編年研究は、昭和30年代から活発となった。昭和30(1955)年 に

藤森氏、永峰光一一氏によって、栗林式土器は弥生時代中期中葉以降に位置づけられた。藤森氏

は第1次調査の資料により、永峰氏は神田氏報告の2類土器をもって論 じられたので、栗林式土

器の型式概念は2説に分かれていた。

昭和38(1963)年 、桐原健氏は第2次調査の出土資料を中心に、壷の文様の集約化 ・簡略化
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傾向に着目され・栗林式土器を中期終末期の百瀬式(松 本平)に 先行させた。また、昭和43

(1968)年 には、岡谷市海戸遺跡第一次調査の成果から、従来百瀬式土器とされていたものを

天王垣外式、海戸式に分離させ、百瀬式土器も1・ 皿式に細分された。さらに同年のシンポジ

ウム 「弥生文化の東漸とその発展」では、これ ら一連の論考に加え、中信の編年観に栗林式土

器を対応させ、栗林式を1・ 皿・皿式に細分されたのである。桐原氏による栗林1式 は、縄文

を地文とするヘラ描文が頸～胴部にわたる壷。栗林 皿式は、頸部に文様が集中し、胴部に文様

がみられない壷。栗林皿式は、翼状口縁をもつ壷 とされた。そ して栗林 皿式を天王垣外式 ・百

瀬1式 に、栗林 皿式を海戸 ・百瀬 皿式と併行させ、栗林1式 をこれらに先行するものという編

年案を作成されたのである。

昭和妬(1971)年 、笹沢浩氏は新たな資料によって、桐原氏編年に再検討を加え、新たな分

類の基準 ・編年案を発表された。笹沢氏は、栗林1式 に桐原氏の 「栗林式土器の再検討」の中

の第2類(ヘ ラによる大型沈線 と地文 となる縄文で頸部～胴部最大部に加飾)と 第三類(太型

沈線と縄文の地に櫛歯状工具による平行線文 ・半裁竹管工具による半月形刺突文、突帯が加わ

る)を あてられた。栗林H式 には、縄文を地文とするヘラ描文力頸 ～胴部に施 されるが胴部上

位か、下位のいずれかの文様を欠く細頸壷、翼状口縁をもつ壷とされた。さらに、文様が頸部

のみに集中する細頸壷、翼状口縁をもつ壷、内湾する口縁部をもつ壷を百瀬式、百瀬併行式と

し、栗林 皿期に継続させたのである。昭和51(1976)年 、笹沢氏は長野市平柴平遺跡の一括資

料を用い、栗林1式 に平柴平遺跡SKYO5、 栗林 皿式に平柴平遺跡SBYO4、 百瀬式併行土器

に旭幼稚園遺跡の出土資料をあてられた。壷の文様の集約化 ・簡略化傾向から、千曲川水系の

中期後半の弥生土器の変遷を明らかにされた。昭和52(1977)年 、笹沢氏は県内の弥生土器を

天竜川流域 ・千曲川流域の二大別に編年大綱を発表された。この中で、中期後半の土器を、北

信、東信 ・松本平をほぼ、同一の土器分布圏としてまとめ、栗林1一ふ栗林 皿→百瀬 とい う犬 き

な流れのあることを示された。

その後10年ほど、笹沢氏編年は定着 した感があったが、県内各地で大規模な発掘が相次ぎ、

得られた資料によって、笹沢氏編年に対 して疑問が出され始めた。昭和61(1986)年 、山下誠

一・氏は飯田市恒川遺跡の調査から、下伊那の中期後半の過程を北原1式 →北原 皿式→恒川式と

とらえた。また櫛描文をもつ甕を比較 し、北原1式=天 王垣外式=+=栗 林1、 北原 皿式=海

戸=百 瀬=栗 林Hと 併行させ、千曲川水系に百瀬式定立に疑問を示されたのである。同年の三

県シンポジウム 「東日本における中期後半の弥生土器」において、設楽博巳 ・千野浩 ・小山岳

夫氏からも同 じような疑問の声があげられた。また、小山氏は昭和60(1985)年 から翌年にか

けて、90棟 もの住居趾が確認された佐久市北西ノ久保の出土資料を北西ノ久保1・H式 に分け

られた。そして、北西ノ久保1・ 皿式は大方、栗林 皿式と併行されるとし、さらに栗林H式 の

時間的な流れは峻別できるものではなく、古相 ・中相 ・新相として漸次的な様相変化として把
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えるべ きだ とされた。

この ように、千曲川水系の弥生中期後半の土器編年の混乱 ・停滞は___.括資料 に恵まれなか っ

た ことによる。7次にわた って実施 された栗林遺跡の調査 も前半が トレンチ方式、後半が住宅の

増改築に伴 う小規模な調査で、良好な一一括資料 には恵 まれなかった。 しか し、笹沢氏編年の栗

林1式 ～栗林 皿式(古)(新)の 流れは、ほぼ確立 され現在に至 ってい る。(酒 井 健二)
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表1発 掘 調 査 史 一 覧 表

次 年 担当者 ・指導者 遺 構 ・ 遺 物 文 献

・鷲 糀雛1雛撫 騰義_麟i撒 鯵聞
管玉、勾玉、丸玉

竪穴、敷石趾、ピツト

昭和2畔 小林 騨 栗林式土器、弥生式土器(前 期 ・欄)r第2次 栗林遺跡発掘、2

(、95。)小 野 勝年 須藤 、注。土器 昭和2畔(・9510)神田 五六

打製石器、磨製石斧、甑、石包丁、石錨i、凹石

欄1廣 覆羅1欝 状遺構 薫 瀞栗林遺

照驚 金井 汲次 栗欄 確認緊急調査.蕃 難 鶏難 欝

ピット、溝状遺構

栗林式土器、土師器、須恵器、灰粕 「栗林遺跡第4次発掘調

4照 灘 金井 汲次 舞 辮Pn井 』56号

石斧、石包丁、石槌、砥石、かなとこ石、火打 昭和56年(1981)

石、碧玉、管玉、勾玉、丸玉

檀原 長則 井戸状遺構 「栗林遺跡第5・醗 掘

昭和畔 池田 実男 栗林1式 土器、栗林 賦 土器、箱清水式土器 調査」5

(、%、)関 孝一 百瀬式併行土器r高 井』64号

鵬 議 隔 磁 砺 ・石錘・石斧 昭鮪(・983)

ピヅト 「栗林遺跡5・6次発掘調

昭和56年 檀原 長則 栗林1式 土器、栗林 皿式土器、箱清水式土器 査」6

(1981)池 田 実男 須恵器、灰粕、青磁r高 井、64号

軽石、砥石 昭和58年(1983)

土墳墓

7糖 金井 汲次 署禁皿式土器

8照 欝 金井 汲次 箋森凹 式土器備 水式土器 「栗榊 浜津ケ池」
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第III章 調査の成果

第1節 遺 構

1.1号 住 居吐

1号 住居趾は 今回調査 した道路用地 内の もっとも北に在って、旧千 曲川の川岸に位置 し住居

祉 の北端は崖に面 している。住居趾の プランは円形を呈 し、直径5mを 測る。このプランの検 出

は、細かい砂が敷かれている範囲を確認 して決定 した。

中央 に凹みがみられ るが、火に焼けた跡は無 く、そのほかに火床が3ケ 所確認 され、焼土3の

所はSK(土 坑)1の ところに落ち込んでいた。

柱穴はP1・P2・P4・P6・P8・P9・P10・P16・P17・P20が 該当す ると思われ る。

この住居趾の南側に排水溝があ り、西方に傾斜 していた。 この西には写真39(図26)の コの

字か さね文の甕があ り、この住居趾の当該時期を示 していた。

→2

西か ら

見た1

号住

この土器の示す年代は栗林1式 期の新 しい段階 と考えられ る。

また この住居趾 の南側には柱穴が見 られ、さらに南側には焼 土、不整形の小土坑 ・柱穴など

がみ られ、B3か らは鉄剣形石剣(写 真3)や 、西に よって浅い土坑内か ら籾の焼けた ものが検

出された。 これは籾のまま炭化 した もので、短粒種 とみ られ る円い米である。(写真7)
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図2栗 林遺跡調査全体図
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図31号 住実測図

↑3石 剣の出土 ↑41号 住西の甕 出土(5層 上)
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図41号 住柱穴実測図(1)
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図51号 柱穴(2)・土坑 ・火床 実測図
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図61号 住4層付近遺物検出図
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図71号 住5層上付近遺物検出図.
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↓6南 か ら見た1号 住西4層 ↓5焼 籾の出土

↑7

焼け米

↑8南 か ら見たAB3～4(手 前右2号 住、左上 シー ト下1号 住)
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2.2号 住居址

2号 住居吐 はAB4～5の 位置にあ って、半分は環濠の上面の部分は、やや沈下 していたが、

ここには細かい炭片が広がっていた。従 って ここは生活面で、この住居趾 はこの濠が埋 まった

後に造 られた もので、濠の中央 の柱穴は検出でぎな:かったが、検出 した柱穴 の状況か ら推す と

1号住 とは小屋組みが違 うようである。

ここか らの土器片は多数にのぼるが、提示す る良好な資料がなか ったが、栗林2式 の範疇 の土

器が多か った。 ここか らは凹石 と敲打石が出土 している。

９南から

見た

2号住

↑!0西 か ら見た2号 住
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図82号 住実測図 ↑11南 か ら見た環濠 と2号 住

3.3号 住 居」止

3号 住はAB9～10に あって、西側の一部は畑地潅概の施設 があって発掘で ぎなかった。床面

は黄色土までの漸移層にあって僅かに確認され たのみである。

東側に焼土、土器が多 くあった。 プランは一辺3。5～4mの 方形 であ って、この住居玩のつ く

↑12北 か ら見た3号 住
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図92号 住柱穴実測図
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図103号 住遺構実測図 図113号 住柱穴実測図
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図123号 住遺物検出図

↑133号 住の土器出土状況
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↑14躍 か ら見た3号 住柱穴

床面東の焼 け土(火 床)は2ケ 所あ って、椀 ・杯 ・甕 と須恵器片があった。また、床面 には薄

く黄色の砂があったが、1号 住の場合 と違 って、水害に よって もた らされた可能性が大 きい。

この3号 住の東の埋没地層断面は1耕 作土(暗 黄色 土)17cm、2黄 色土25cm、3暗 ・黄色土33cmで

土器があ り、床面 まではあ と1Qcmを 計 る。

主柱穴は1ヶ 所未掘のため確認で きていないが、主柱は4本 で、 この時代(こ の地方)に 普遍

的にみ られる小規模の住居堆で、律令体制の強化によって収奪が行われた結果とみるか、家の

構成人員の在 り方 による結果か、周囲に見 られ る掘立柱の建物 との関連がど うなるか、過去の

栗林遺跡の発掘のたびに見られ る柱穴群 と、ど うかかわ って くるのか、小面積の発掘では、結

論は今後に残 されている。

4.4号 住 居吐

4号 住はAB12～13に 所在 し、西側僅かを除いて完掘で ぎた。表土から遺構確認 までの深 さ

は90cmで ある。 まず焼け土が確認 されるとともに、木材の焼けた炭化物が多 く確認 され た。

この樹種は栗の木が多 く見 られ、中心に向か って放射状 にな っていた。 また倒壊方向は南か

ら北へ向か ってお り、北側の炭が細か った。

また、焼け土が上を覆 っていたのは、屋根に乗せてあった もの と考えられ る。住居祉の プラ
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ンは円形で、直径4.5mで 入 口は東.と考えている。この住居趾 の中央西 よ り南北方向に、畑地潅

概用のパイ プが埋設 され破壊 されていた。床面 の東南"TVl_(図41-45)が つぶれていたが、そ

の他は土器片ばか りであった。

この甕の所属時期は、栗林2式 に該当する と思われ、この住居趾 の東の土墳 の土器(図39-24

)や 、南側の土器(図41-39)と 同一 の時期 と推定 される。

図134号 住 焼土検出図
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図144号 住炭化物検出図

一→15

南か ら見た

4号住の焼

土 ・炭
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図154号 住遺構実測図

→16

南か ら見た4

号住 の炭
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図164号 住柱穴(1)炉 趾実測 図
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図174号 住柱穴実測図(2)

→17

北 か レ㌣)見た

鍔 ・住
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→18西 か ら見た4号

住の東南の甕

↓20同

→194

号住 南方

の甕

←21

4号住東の土鵬

(壷 口頸部 と甕

下半部)
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5.環 濠吐

環濠趾は 自然堤防上の最高所に在って、延長A4～B8ま で15mに 亙 って確認 され、幅は4mで

ある。 この方向は北東～南西で、旧千曲川の自然堤防を横断する形 となっている。

したが って南方に僅かに傾斜 してお り、この南にある南方の草間 ・安源寺方面から流れる川

に、連絡 している とみ られ る。

環濠の確認面までの深 さは90cmで 、それ よ り底までの深 さは1.1mで あ るが、原形は黒土層の

厚さの分30cm位 深かった と見 られる。

この中に土器を始め、遺物が沢 山埋没 してお り、最終的に6回(6面)に 亙 って土器を取 り上

げた。

底には鉄分 と砂が沈着 し、堅 くしまってお り、流木の小 さな破片などがみ られ、洪水に よっ

て埋 まった部分 もあった と推定 され る。

検 出された土器の うち、底辺から出土 した ものは、(図37一一7)の関東北部に類例のみ られ るも

の、全面に赤色塗彩され た鉢形土器や、コの字か さね文の古相 と思われる小形壷形土器(図37

-6)な ど注 目されるが、栗林1式 の範 囲を大 き く逸脱す るよ うな、古い様相の土器はみられ

ず、1式 の段階から赤色塗彩 された土器が、伴出す ることが確認 され、壷な どは赤 く塗 られて

いた ことが確認 された。

これ らは長野市松節遺跡の12号 木棺墓 に見 られた土器に、後続す る要素が強 いものである。

この ようにこの環濠の土器で見る限 り、弥生中期後半に栗林遺跡 が成立 した時点から、この

溝(環 濠)が 巡 らされていた と推定 される。

↑22南 か ら見た環濠吐
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図18環 濠遺物検出図(1面)

一32一 一

図19環 濠遺物検出図(2面)



←23南 か

ら見た環濠

南の1面

→24同 所の

甕の出土

↓25西 か ら見

た環濠 の1面

(北部分)

↑26

同所の赤

彩土器
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↑27西 か ら見た環濠北

の部分(2面)

↓28南 から見た環濠南

の部分(2面)

←29同 部分
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図20.環 濠遺物検出図(3面)図21環 濠遺物検出図(4面)
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→30南 か ら

見た環濠の南

(3面)

↓31同 部分

→32南 から

見た環濠中央

断面
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図22環=濠 遺物検 出図(5面)

.一37



→33

南か ら見た

環濠北の3面

↓31同

出土の甕

↓35同 部分

→36同 石包

丁 の出土

↑37同 滑石

製垂玉の出

土
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→38北 か ら見た環

濠南4面

↓39同 部分

(パイプは畑地潅概用

の送水管)

→40同 所小形壷

の出土

↓41同 部分

鐙 一



→42西 か ら

見た環濠北

の4面

↓43同 所甑の

出土

→44

同甕 の

出土

→

45同 部分

40一



図23環 濠遺物検出図6面
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↑46西 か ら見た環濠北の5面

←47同 所 耳付の壷出土

.
→48北 から見た

環濠北の6面

↓49同 所出土の小形

一42



←50環 濠南底の赤彩椀形土器

↓51東 から見た環濠南の5面

(中央黒い部分土坑)

→52東 から

見た環濠南の

6面

一43一



図24環 濠 ・土墳実測図
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6.土 墳(坑)と 柱 穴 ・溝

(1)SK2環 濠 の中のB7に あ って、濠を掘 り下げ中に ここだけ腐植の含んだ黒土があ り、

濠底まで達 しない内に確認で きた。実測図及び写真は、濠の完掘後の ものである。

したが って この土墳 は、濠 の埋没が終わ らない うちに作 られた ものである。

平面はほぼ円形に近 く70×80c窺で、断面U字 形で深 さは67cm(確 認か らlm)で ある。

→53SK2(濠 の中)とSK3(手 前)

↑54南 か ら見たSK2

↓55西 か ら見たSK3

この中には前に記 した黒

土のほか、土器片な どがあ

ったが 、特に この土塘 の性

格を知 る手掛か りはなか っ

た。
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(2)SK3SK2の 南、A7に あ って濠 の縁に位置する。黄色土層まで掘 り下げて確認 された

もので、ほぼ円形で直径190cmで 、深 さ75cmを 計 り、深 さ35cmの ところで、稜 をなしている。底

はほぼ円形で直径40cmあ り、ほぼ平 らであった。

これ もSK3と おな じよ うな埋没状態を示 していたが、底に河原石があ った。また、周囲に柱

穴が2基 連続 してい る。

(3)SK44号 住居趾の東南のA14に 位置 し、直径1m、 短径80cm、 深 さ確認面か ら5cmで あ

る。この中に栗林2式 の壷上半部 と甕下半部があ った。甕の文様は櫛描波状文があ り、壷 は口唇

部に縄文があ り、頸部に3条 の沈線がみられ るだけである。(図41-39・46)

これ らの両者を組み合わせた墓趾遺構か と推定 され るが確i証はない。

図25SK2・3・4遺 構実測図

(4)柱 穴 ここでは住居趾以外の柱穴について記す。

各住居趾の間には柱穴または、凹みになっているところもあり、焼け土、炭などみられる箇

所があった。また、濠から北は住居面と同 じレベルで、検出されたものが多いが、南側は検出

面に上下がある。傾向とすれば大きな柱穴程、上層で見つかっている。従って、これは平安時

代頃のものと推定される。

これらの柱穴は、組み合わせ可能のものが見られるが、小面積のため建物の復元は困難であ

る。
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図26柱 穴遺構実測図(1)
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図27柱 穴遺構実測図(2)
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図28柱 穴遺構 実測図(3)
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↑56AB15か らAB20を 見る

図29柱 穴遺構実測図(4)↓57西 か ら見たAB2・3付 近 ↑58柱 穴96
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図30柱 穴実測図(1)
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図31柱 穴実測図(2)
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図32柱 穴実測図(3)

一53一



図33柱 穴 実測 図(4)
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図34柱 穴実測図(5)
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図35柱 穴実測図(6)
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図36柱 穴実測図(7)
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(5)溝 この溝状遺構に も時代差があって、柱穴の検出前の もの(写 真59)同 時期 と思われ

るもの(写 真60・61)な どがある。前者は畑(耕 作地)の 境界をな していたと思われ るもの、

後者は古代以前の建物 などに伴 うもの と推定 され る。

↑59南 か ら見たAB15～'11の

溝(4号 住上層)

→60南 か ら見たA19付 近の溝

↓61西 か ら見たAB3の 溝

(2号住 と環濠の上層)
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第2節 遺 物

1.土 器

現在、弥生時代中期後半に位置づけられている栗林式土器は、昭和6年(1931)神 田五六

氏が、この地の瓦原料粘土採取場から採集された土器を学会に発表され、中央で注目されたこ

とに始まる。

昭和11年、藤森栄一氏によって長野県の古式弥生土器として、栗林式土器として位置づけら

れた。

大戦後の昭和23年(1948)秋 、下高井教育会の主催により、奈良博物館小野勝年氏、京都大

学考古学教室坪井清足、横山浩一氏が担当し、初めて学術的な発掘がなされて住居趾2、集石

趾などとともに多量の土器が検出された。

その後、25年(1950)小 野氏の指導でミ高丘小 ・中学校が、私設道路の建設に先立って発掘

調査を行った。

35年(1960)に は県下の弥生遺跡としては初めて、県史跡に指定された。

その後、40年(1965)に は開田工事により、発掘調査がおこなわれ、住居趾 と小竪穴1基づづ

を検出している。

54年(1979)に は、畑地潅概施設の配水管の敷設に先立ち、遺跡周辺を含めて分布調査が行

われた。その後、住宅建設により、4回の発掘調査が市教委によって行われている。

62年(1987)先 に行った分布調査に基づき、潅溜:施設が施工されることになり、その配管溝

の発掘調査を行った。

さらに、平成3年(1991)に 至 り、関越自動車道上信越線、立ケ花インターから分岐する中野

～志賀道路が、栗林遺跡の南端か ら東側を横断することにな り、長野県埋蔵文化財センター

で、発掘調査を行い、次年度も続行することになっている。

以上が栗林遺跡の調査の概略である。(中野市教委 「栗林皿」1988参 照)

このような学会から注目される重要遺跡であ り、栗林式の標式遺跡でありながら、良好な完

形土器に恵まれることが少なかった。

この原因についてはいろいろな条件が重なった結果と見られる。

その中には千曲川による洪水によっ二(、遺跡が埋没 してお り、この水害によって破損消滅 し

たものも多かったと考えられる。

そして、氾濫によって運ばれた土は肥沃のため、古代から耕作地 として利用されてきたこと

も原因の一つに数えられる。(75頁 に続 く)
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図37土 器実測図(1)
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↓62濠 出土5↓63同6

(数字は図版の土器番号)

↑64濠 出土7→
67濠 出土2

↑651号 住 出土1

↓66濠 出土3

↑68濠 出土4

61



図38土 器実測図(2)
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↑691号 住 出土12

←70A2出 土

↑71:濠 出 土11

↑72濠 出土
17

↑73=濠 出 土14・30・34・B4グ リ ヅ ト・濠 出土33

↑74濠 出 土18↑75濠 出 土19
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図39土 器実測図(3)
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↑76濠 出土13

↑77濠 出土16
↑78濠 出土20↑791号 住出土36

↑80濠 出土40

↑811号 住西出土26
↑82濠 出土25

↑83濠 出土44↑841号 住出土
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図40土 器実測図(4)
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↓85A4出 土 ↓86濠 出土9↓87濠 出土42

↓88濠 出土8

↓92濠 出土41↑89濠 出土10↑90濠 出土10と 同体

もへ　ム　　

←91濠 出土

93濠 出土27

↑94濠 出 土28↑95濠 出 土38↑96B13出 土24

-67一 一



図41土 器実測図(5)
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↑97B1出 土15

↑982号 住 出土 ↑99・濠出土32
↑100濠 出土甑29

↑101濠 出土31

↑102A14SK4出 土

↑!03Al4出 土43

↑104濠 出土38
↑1051号 住出土36

↑1061号 住 出土 ↑107濠 出 土37
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図42;ヒ 器実測図(6)
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図43土 器拓影図(1)
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図44.圭 器拓影図(2)
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図45土 師式土器実測図(1)
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図46土 師式土器実測図(2)
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この ような状況下にあって、今回の調査は濠 とい う窪地に廃棄 された土器が多かったので、

小面積の発掘に しては、器形 の判 明す る土器が多量に埋 まっていた。

また1・3・4号 住居趾にはセ ツ トとなる土器が あ り、年代を知 る資料 となった。このように遺

=構の前後関係 の把握 と、そ こにある土器の位置関係によって、正 しい土器編年が可能であ り、

当該期 の栗林遺跡の文化 内容を知る、手掛か りとなるであろ う。

1号住 出土土器の主な ものは、蓋形土器(図38-12)、 赤彩の鉢形土器(図38-15)口 端部の

み縄文のみ られ る鉢形土器(図40-36)、 地文に縄文を施 しコの字重ね文の下に刺突文 の見ら

れ る土器(図39-26)、 櫛描斜格子文のみ られる甕形 土器(写 真34)、 甑形土器(図40-29)な

どで、栗林2式 の範疇に属する土器 と考 えられる。

2号住 は遺構 の項 に述べた ように、濠を埋めて構築 してお り、 これか らみて も2式の時期に該

当しよ う。 ここの遺物で呈示 したのは、小形鉢形土器(図40-30)と 土器片を再利用 した紡錘

車(写 真98)な どである。

4号 住 の土器は検 出数が少な く、形態の分かるものは櫛描斜格子文の甕形土器(図41-45)C

これ も2式 に該 当 しよう。

次に濠 出土 の土器について検討す ると、2号 住の ごとく濠の埋 まった後に作 られた住居趾 も

あ り、埋没 ・廃絶年代の検討 も土器の出土層の上下関係によって知 ることができる。

遺構の項で述べ た ように、この濠 の中に埋 まっていた土器を密度の濃い面 ごとに6面 に分けて

取 り上げた。 この ように した結果、第1面 は土器の破片が小さ く、接 合で きる資料が無 く2面以

下か ら5面 まで接合 ・復元で きる土器が多か った。

そ して、従 来か らの定説に従えば、3面 までの土器は、文様の簡略 化と頸部へ の集約を栗林2

式の指標 とすれば、 この3面 の土器が画期 となろ う。

この3面 か らは、(写 真27・ 図20)口 端部 に縄文が押捺 され、太い線の櫛描波状文 簾状文の

甕(図37-10)、 口縁部に1対 の突起があ り、吊 り下げ穴が2孔 で1対 見 られ る小型鉢(図38-13

頸部に箆描沈線が4条 横走する壷(図38-18)、i頸 部に箆描沈線が2条 横走す る壷な どである。甕

(図37-9・10)や や太い櫛描沈線で、縦 に区画 し、簾状文間を波状文で埋めている。10の 土器

は 口縁 も折 り返 し状になってお り、後 の箱清水式に見 られ る甕 と共通 している。

これに対 し4面以下の土器は、 口端部に縄文を押捺 し、突起が5ケ 所あ り、頸部 の隆帯上に刻

目がみ られ、頸部か ら胴部にかけて箆描波状文、D字 刺突文が上下交互にあ り、下に櫛描波状

文 とボタン状貼付が8ケ 所あ り、下半分に縦 に張 り合わせ状の割れ 目の見 られ る壷(図36-2)

口端部に縄文押捺 され、頸部か ら下に菌描沈線があ り、縄文 と櫛描横 線とが、交互に組合わ さ

れ た土器(図36-3)

小形甕で胴上半部に縄文を地文 として、太い沈線の回の字形が囲みが、3分 画 しているが、1

分画 は、他の2画 に比べて小さ くこの区画の中にボタン状貼付が2つ1組 になって上下にある(図
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37-6)甕 は5面から検出された。

同じ面か ら壷の口縁部が出土 し、これは口端部に刻 目があ り、吊 り下げ穴が2孔対にあ り、耳

状の突起が4つあってその間に、沈線が7条横走 し、その下に刻みの隆帯があ り、下に沈線が1条

と頸部にも同じ隆帯があ り、下に沈線がみられるが、以下破損のため不明である。(図37-7)

広口壷で、口縁部縄文地文後、太い沈線で山形状に施文 し、頸部の太い沈線間に縄文充填

し、波状の:箆描沈線があり、下に櫛描沈線が横走 しているが、以下破損のため不明である。(図

37-8)壷 の胴部で、太い箆描沈線の間に、櫛歯の刺突文が当間隔にも巡るものと、櫛描の横

走文とが、交互に施文されている。(図39-27)

壷の頸部から、胴部の残存で、頸部に刻みのある隆帯、沈線がめ ぐり、以下太い沈線2条縄文

地文上に箆の刺突文がめ ぐって、5段つつ見られる。胴下半には沈線によって九つに弧状に分割

され、中に縄文と刺突文が見られる。(図39-28)

壷の口頸部で口端部に縄文が押捺され、頸部の隆帯には爪形文があ り、太い沈線間に縄文が

5帯あ り、下に爪形文、無文帯、爪形文帯があるが、以下破損のため不明である。(図41-41)

口縁部が失われた壷で、頸部に浅い櫛歯状の成型痕が見られ、太い沈線、連続刺突文があ り胴

上半部には、太い沈線間に無文帯、櫛描横走文が交互にみ られ、胴下半は無文である。(図41

-44)

以下が濠下層出土の栗林1式からその前の段階に所属する土器で、6・7の 土器は阿島式土器

(下伊那郡)か ら松節遺跡(長 野市)21号木棺出土の土器に連なる様式をもち、7は須和田式に

系譜を求められる土器である。・

また、濠の底部より赤彩の鉢形土器が出土 してお り、通説のとお り、栗林式土器成立の当初

から、高圷 ・壷 ・鉢などの赤彩土器が伴っていたことが確認された。

栗林式には、壷 ・甕 ・浅鉢 ・高杯 ・甑 ・蓋などがあ り、櫛描文が太い沈線、列点、縄文など

の文様に同じ土器にみられるのは、畿内第三様式と南信の北原式の影響を受けていると考えら

れている。
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2.石 器

今回の調査によって出土 した石器の うち器種が明確であ り且つ、図化可能な ものは、石X13

点、石斧2点 、敲 打石2点 、凹石1点 、磨石1点 、研磨石1点 、石皿5点 、石包丁1点 、石剣1点 、玉

1点 の以上である。出土地点は、ほ とん どが1～2号 住居お よび環濠か らであ り___.部4号住居 に含

まれ る状況である。石質はほ とん どが安山岩製であ った。

各遺物の特徴な らびに特記事項は、第2表 に示す とお りである。

番 号 器 種 形聾圭の特徴 石 質 出土地点 摘 要
一1石 鐡 凹 基 無 茎 鎌 黒曜石A-5刃 部突端欠損

一2〃 凹 基 有 茎 鍬 〃A-1完 形

一3〃 〃 〃 表 採 刃部突端と茎部欠損、裏面 自然面を残す

一4〃 〃 頁 岩 巨ヒ、玩rぜ～ 茎部欠損

一5〃 平 基 有 茎 鐡 安山岩B-1刃 部突端欠損、調整粗雑(裏 面未調整)

一6〃 凹 基 有 茎 鎌 〃B'一2茎 部先端欠損

一7〃 平 基 有 茎 鐵 〃 〃 完形、調整粗雑

一8〃 凹 基 有 茎 鎌 〃 色 喜佳1茎 部欠損・風化が著 しい

一9〃 〃 〃B-6刃 部先端及び茎部欠損、小葉形風

一10〃 凸 基 有 茎 鎌 〃B-2刃 部突端欠損

一11〃 凸 基 無 茎 鑑 〃A-1〃 、未完成品を思わせる粗悪錨i

-12〃 〃 、?頁 岩B-2未 完成品

一1石 斧 打 製 安山石B-1基 部のみ残存

一2石 鎌 不 明 〃A-5未 完成品、大形

一3石 斧 磨 製 河原石B-1小 形、刃部の研磨は両面

一4石 剣 粘板岩A-2鍛 から刃部にかけて一部残存・両方より

一5玉 滑 石 冷豪「爾 薙 騒 藩鷲 案霧 穿 分割のためと思

一6敲 打石 偏 平 河原石B-4～5研 石?

一7研 磨石 〃 〃B-4凹 面 は片方のみ、表面風化

一8敲 打石 〃2号 住 石錘未完成品?

一9石 包丁 安山岩A-C内6両 方 よ り穿穴・貫通 しない穴1つ あ り・3/5

-1凹 石 〃A-6-2と セ ッ ト出土

一2磨 石 〃A-6-1と セ ッ ト出土

一3石 皿 盤 状 〃B-3

-4〃 〃 〃5喜 薔 破片

一5〃 〃 〃 §4喜崔亨

一6〃 ・ 〃 〃 自 喜苗

一7〃 〃 〃A-2

表2石 器観 察表
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図48石 器実測図(1>
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図49石 器実測図(2)
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1栗 林遺跡

2浜 津ケ池遺跡
3安 源寺城遺跡

4安 源寺遺跡

5太 徳寺遺跡

6片 塩遺跡
7風 巻遺跡

8高 屋敷遺跡

9茶 臼峯窯跡

10牛 出遺跡

11栗 林1号古墳
12七 瀬遺跡

13七 瀬双子塚
14姥 ケ沢遺跡

15宮 反遺跡

16林 畔1・2号古墳

17山 の神古墳

18南 大原遺跡
・19山根遺跡

20風 呂屋遺跡

21千 田遺跡

22川 久保遺跡

図50周 辺 の遺跡
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第IV章 ま と め

今回の調査地点は今まで、栗林遺跡の中心地 と考えられてきた地点より、西にかたよってい

た。このため発掘の成果について、期待できないと危惧 していたが、結果は予想以上の収穫を

得ることができた。

遺跡の外角地帯の位置のため、栗林遺跡では じめて濠が検出されたことで、確認 された範囲

は僅かで、全容を知ることはできないが、自然堤防上の地形 と千曲川とそれに注ぐ小河川をつ

ないで自然堤防を切断 して構築されているものと推測される。その意味では、環=濠との表現は

適当ではないか もしれない。しか し弥生時代になって1世紀以上経過 して出現 したといわれる。

防御施設 としての環濠は長野県では寺所遺跡(飯 田市)な ど弥生中期は じめの遺跡からみら

れ、=濠の底にみ られた土器から、栗林遺跡が弥生中期に成立 し、人々がこの地に定住 して間も

ない時期にこの濠が掘られたと考えられる。

このことは栗林遺跡が弥生中期に成立する当初から、稲作を行い富を蓄積 し、耕作地を守る

ことが必要だったことになり、ムラの成立に関わる問題でもある。

今後の調査によって、この環濠が2重か、3重か、出入 り口の有無などの問題を解決 して行か

なければならない。

この濠と今回の4号住の焼失住居とは時期差があり、また第1次調査の住居趾 も焼けてお り、

ここの遺跡の住居趾には焼失しているものが多いことは、独断的ではあるが、その原因の一つ

に争いがあった と推測できる。

今回出土の磨製石剣のごとく、戦闘用 とみられるものや、前から知 られている打製の有柄石

鍬の多量出土など、富を巡る争いの時代の裏付けである。

廃絶の年代は、2号住がこの濠の埋没後に作られていることから、栗林1式の期限内に収まる

もの と推測され、2式の段階は濠が移動 したか、軍事的緊張の時代ではなかったことによる。

土器については、従来、栗林1式の土器が破片資料が多かったことに比べて、今回は器形の判

明する資料が多かった。このことから中期の松節段階か ら栗林1式をつなぐ土器が濠底から検出

され、1式の成立に示唆を与えている。

しか し、先学の業績を大 きく越える内容はないが、今後さらに濠出土土器の分析を通 じてこ

の遺跡の成立などの問題に取 り組みたいと思っている。
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